
ご意見 対応

活動している子達のレベルがすごく高いので、同じ練習で付いていけてるのか
たまに不安になります。

クラブでは、体力的に厳しすぎてついていけないという練習はありません。技術レベルの差
は当然ありますが、その差を埋めるためのクラブの練習です。できないことがあることは、
それだけ成長の余地が残されているということです。気後れする場面もあるかと思います
が、地道にがんばっていただけたらと思います。

岐阜の陸上をもっと盛り上げるために高校との合同練習交流などあるといい。

高校生になったらどんな練習をするのかを知りたいので、高校生との合同練習
会などできたらいいと思います。

シーズンオフの間スパイクでの練習が全く無いのが残念です。毎回最後の1本
でもスパイクに履き替えて走らせてもらえると嬉しいです。

「寒い時期にスパイクを履いてスピードを上げることは、故障のリスクが高くなる」という
面があります。暖かい日の昼間の時間帯の練習では、スパイクを積極的に履くようにしてい
ます。しかしながら、平日の夕方練習では寒い場合が多く、スパイクを履けていなのは確か
です。日によってはケガに注意しがならスパイクを履く機会を作ってまいります。

タイム測定の回数を是非、増やしてほしい（ジュニア）
月1回程度を目安に50mの測定を行えたらと思っています。しかし、冬は寒さで記録が出づ
らかったり、待ち時間が長くなってしまいます。12月～2月の3か月は別の種目の測定を積
極的に行っていくことをご理解ください。

練習中はキビキビ選手が動けるように指示してほしい。また、練習が始まった
ら選手がピシッとできるようにしてほしい。

我々コーチ陣の指示が悪く、選手の動きが鈍くなってしまった場面があることは自覚してお
ります。ホワイトボードや端的な指示によって分かりやすくなるよう努めてまいります。
選手たちが練習に集中できていない場合や競技力向上に不適切な行動、危機管理など不安全
な行動を取った場合には、注意をしたり、𠮟ることもあります。
また、スポーツ、特に陸上競技では、自由で自立的な環境の中でこそ行われるべきものと考
えます。各参加者の自主性を最優先に尊重しながら、より雰囲気づくりを目指していきま
す。

身体を上手く操れないことが少々引っかかり、上手くできているのか分から
ず、人に笑われてしまい嫌だと申しております

上手くできているかと質問しにくい雰囲気をコーチ陣が作っていることもあったことと思い
ます。選手たちへ積極的に声をかけていくことで改善してまいります。選手自身もわからな
いことがあれば積極的にコーチへ質問してもらえると嬉しいです。

部活では自分やみんなで練習で使った道具は片付けるのが当たり前ですが、ク
ラブでは片付けずに帰る子もいる。部活では先輩後輩というのがあるので、そ
ういった事が自然と身につくと思いますが、クラブではそれがあまり無いの
で、ある意味良い部分でもあり、悪い部分でもあるかと思います。

練習前の準備、後片付け等、みんなでやれるほうがいいのではないかと思う。

わが子を含め、挨拶が大きな声（人に聞こえる声量）でできない。

練習中、休憩中含め、仲のいい子と一緒にいる場面が多く、もっと他とコミュ
ニケーションを取れたらいい。

人見知りが強く、他の子との関わり方に不安があります。

クラブと部活動との両立は時間の捻出が難しいです。
他の習い事と曜日や時間が重なる事が多く、また、本人は行ける時に送迎の都
合がつかない等もどかしいところがある。

他の習い事も続けていますが、今後、リクスパートの活動と習い事、そして勉
学は両立できるのか…と、考えることがあります。

また、特に義務教育段階においては生活の場となる学校生活の充実が大切となります。他の
習い事も含め、余裕のある時にクラブにご参加いただき、成長と共に陸上競技への興味が高
まりましたら本格的にご参加いただければと思います。

文武両道できるように努力していますが、勉強を頑張れない時があるので、
コーチ達がどのように両立してきたかなど、話してもらえる機会があると嬉し
いです。

日々の雑談、ブログ等を通してご案内するようにいたします。

これから会員が増えて個人のアドバイスや指導が減りそうで不安です

コーチをもう少し増やして欲しいです。 女子が言いづらいことも聞いてもら
えるよう女性コーチがいて欲しいです。

会員数に対してコーチが少ないと思います。(クラブ）

会員数が増えたので、できれば早めに指導者を増やしてほしいです。 参加者
が少ない日はいいですが、人数の多い時などは指導が行き渡るのか少し不安で
す。

子供が言葉で説明された事を理解する事が苦手で、今日の練習内容は難しかっ
た。と帰って来る事が時々あります。わからない。理解できない。と言い出せ
ない性格もあります。 ただ、言われた事が理解できなくても、身体を使って
教えて頂いたり、横で見本を見せて貰ってそれを真似したりする事は得意らし
く、その様な時は、分かりやすかった。真似してみたらできた。と言います。
出来ているよ。上手くなったよ。今はまだ出来なくても大丈夫だよ。と励まし
てもらえるとより喜んで帰ってきます。

以前に少年団や中学校のコーチから、指導の上で子供の身体を触る事が無いよ
うにと講習等で言われると聞きました。自分は指導していただく上で必要な場
合もあり、特に気にならないと思っていて、もっと触って直して貰っても良い
んだけどな…と思うこともあるので、実際に身体に触って教えて頂いた方が分
かりやすいのであれば分かりやすさを優先して貰って良いと思う。特に女の子
なのでそれは難しいかもしれませんが…

呼び方についてですが、コーチから苗字で呼んで頂いていますが学校、他でも
苗字で呼ばれる経験はなく距離を感じます。名前で呼んで頂いた方が親しみや
すく距離を感じる事なく活動出来ると思います。

選手とコーチの距離感は指導者にとって常に悩まされる問題です。距離が近いことによる利
点もあれば弊害もあります。その逆もしかりで、いただいた意見をもとにコーチ陣で検討し
ていきます。

練習開始時間が早いので、もう30分遅くしてほしい。（ジュニア）

陽南が使用できず、梅林への変更時、行くのに時間ギリギリになる。

ジュニアも時々でいいので、土日練習があると楽しみが広がる。
平日の夜だけでなく、土日のどちらかも練習出来たらいいな…と思います。
（ジュニア）

料金
お支払いを忘れてしまいそうな時があるので 集金のタイミングや方法を統一
して頂けるとありがたいです。（ジュニアプラス）

3月からはジュニアプラスも月謝制とし、お支払いも月初めにお願いするようにいたしま
す。

以前子供が擦り傷で出血したときRIXPERTでは薬箱等がなく困っていたら、た
またま運動場の管理人の方から絆創膏を貰うことが出来ました。自分で絆創膏
等を持って行くよう子どもには伝えますが、河川敷や小学校で怪我をした場合
困ると思うので、最小限の救急箱は先生方にお持ちいただけないかな、と思い
ます。よろしくお願いします。

その節はご迷惑をおかけしました。
反省を生かし、現状は簡易的な応急手当処置グッズを所持しております。

毎回、メールでの報告、案内が頻繁に入るので大切な案内などが埋もれてス
ルーしてしまう事が多々あります報告と案内の違いがが一目で分かるといいで
すね。

こちらとしても情報量の多さを実感しております。マイページの活用など、より使いやすい
システムの構築を行っていきます。

活動場所の変更等ご迷惑をおかけします。ジュニアの活動時間については、20時までには
終わることを念頭とした時間設定としております。開始時刻に関しては、参加者のご意見を
伺いながら、状況に応じて検討いたします。
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土日については、機会に応じてイベント的な活動を行えたらと思います。小学生段階では、
スポーツ以外も含めた多様な経験が大切だと考えておりますので、ぜひ色々なことに挑戦く
ださい。

現状、一部例外はありますが、指導者を2人配置することを基本としております。また、12
月、1月の1回の練習の参加人数平均が10人となります。この数値を見る限り指導者が不足
しているとは認識しておりません。
当然、指導者を増やせるにこしたことはありませんが、そうした場合、クラブの経営からも
料金の値上げ等ご負担をいただくことになります。この辺りは、今回いただいたご意見をも
とに、より良い形を検討してまいります。
また、3月以降はぜひ「分析オプション」をご活用ください。タイミング的に練習の中で伝
えづらいアドバイスもそちらで補ってまいります。
女性コーチはコーチ陣も必要としており、知り合いに声をかけておりますが、自由に動ける
人材がいないのが現状です。お知り合いに候補者がみえましたらお声かけください。

指導に関しては、同じ指導でも参加者によって受け取り方や感じ方も違ってきます。個人の
特性に応じた指導をできればと心がけておりますが、こうした意見をいただけることが大変
参考になります。
より個に適した指導を行えたらと思いますが、その結果、差別感を感じてしまう参加者が生
じてしまう可能性もございます指導の平等性と個別性のバランスを取りながら、より良い指
導を目指してまいります。
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高校の先生方とのつながりを生かし、そうした機会も今後作っていけたらと思います。

平日、休日を含め、より活動日、活動時間を増やすことができれば、より柔軟にご参加いた
だけると思っております。今後、コーチの人員、活動場所の確保等の充実を目指してまいり
ます。

陸上競技は個人種目であり、一人でも練習を行うことができます。しかし、小中学生の発達
段階を考えると、他者との多様な触れ合いを経験してもらいたいという思いもあります。
グループやペアの組み方を工夫し、様々な選手と関わり合いが持てるようにしている中で、
互いに刺激をし合える関係性になれるといいなと思っています。

限られた時間を最大限練習に使ってもらいたいとの思いから、準備・片付けは基本的には
コーチ陣で行っていきます。もちろん、手伝ってもらうこともありますし、自主的に手伝っ
てくれる選手がいることは非常に嬉しく思います。
クラブが子どもたちへの教育的側面を併せ持っていることは重々承知しております。しか
し、部活動とは異なり、クラブが学校教育の一環で行われるものではありません。むしろク
ラブは自由な環境で自由に能力を伸ばしていける場であるべきと考えております。
創立1年目ということもあり、クラブの方針について不明確でご迷惑をおかけした面もござ
います。また、今後会員数の増加にともない、一定のルール作りが必要となってくることも
痛感しております。こうしたご意見をいただきながら、より良いクラブを築き上げていきま
す。


